
組
合
員
・
家
族
の
み
な
さ
ん
。

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
す
べ
て

の
皆
さ
ん
。
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
２

類
か
ら
５
類
と
な
っ
て
以
降
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
り
、
人
の

移
動
が
日
常
的
に
な
り
ま
し
た
。

関
西
で
は
、
観
光
地
や
大
阪
・

関
西
万
博
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、

JR
西
日
本
会
社
も
第
二
四
半
期

で
過
去
最
高
益
と
な
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

か
ら
約
４
年
が
経
過
し
、
パ
レ

ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
を

は
じ
め
と
し
た
複
数
の
紛
争
が

進
行
中
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
の
関
税

問
題
で
輸
出
の
鈍
化
や
コ
ス
ト

増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
は
、
莫
大
な
利
益
を
内

部
留
保
に
回
す
の
で
は
な
く
、

「
労
働
者
に
還
元
せ
よ
」
と
の

流
れ
を
、
中
小
企
業
を
含
め
て

運
動
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
高
市
首
相
は
、
「
台

湾
有
事
」
は
日
本
が
米
国
と
共

に
中
国
へ
の
武
力
行
使
が
可
能

と
な
る
「
存
立
危
機
事
態
」
に

該
当
す
る
と
答
弁
し
、
日
中
関

係
は
極
度
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
市
首
相
の
「
働
い
て

働
い
て
働
い
て
」
と
い
う
発
言

が
、
「
新
語
・

流
行
語
大
賞
」

の
年
間
大
賞

に
選
ば
れ
た

こ
と
に
対
し

て
、
過
労
自

殺
の
遺
族
ら

が
、
「
こ
ん

な
言
葉
が
独

り
歩
き
し
て

は
過
労
死
が

な
く
な
ら
な

い
」
と
懸
念
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
市
首
相
は
、
厚
生

労
働
大
臣
に
「
労
働
時
間
規
制

の
緩
和
」
の
検
討
を
指
示
し
ま

し
た
。
現
行
の
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
は
、
過
労
死
認
定
ラ

イ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
を
緩
和
す

る
こ
と
は
「
働
き
方
改
革
」
の

逆
行
と
な
り
、
断
固
反
対
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

臨
時
国
会
で
は
、
企
業
・
団

体
献
金
の
禁
止
を
棚
上
げ
し
、

衆
議
院
議
員
定
数
削
減
を
強
行

し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
年
明
け

の
通
常
国
会
で
は
、
大
軍
拡
、

医
療
費
４
兆
円
削
減
の
予
算
案
、

副
首
都
構
想
、
国
家
情
報
局
創

設
、
ス
パ
イ
防
止
法
な
ど
の
法

案
を
提
出
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

軍
事
大
国
化
を
止
め
る
取
組
み

の
強
化
が
必
要
で
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
は
、
あ
ら

ゆ
る
系
統
で
「
合
理
化
」
を
提

案
、
要
員
が
削
減
さ
れ
て
い
ま

す
。
駅
で
は
、
委
託
駅
を
直
営

に
戻
し
た
う
え
で
無
人
駅
に
し
、

み
ど
り
の
窓
口
廃
止
や
遠
隔
MV

の
導
入
な
ど
で
、
無
人
の
時
間

帯
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
発
生
で
一
番
に
困
惑
す
る

の
は
利
用
者
で
す
。
ま
た
車
内

で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
れ
ば
、

乗
務
員
が
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
、
乗
務
員
に
過
度
な
負
担
と

な
り
、
列
車
の
遅
延
で
利
用
者

に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

紀
勢
本
線
ワ
ン
マ
ン
運
転
化

の
提
案
が
あ
り
、
一
人
乗
務
の

運
転
士
で
は
運
転
中
に
車
内
で

の
暴
力
行
為
や
迷
惑
行
為
に
対

応
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

利
用
者
の
命
と
安
全
を
守
る
行

動
が
、
運
転
士
一
人
で
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。

現
場
労
働
者
が
、
安
全
で
安

心
し
て
業
務
が
で
き
る
こ
と
が
、

利
用
者
の
命
と
安
全
を
守
る
事

に
繋
が
り
、
職
場
で
の
闘
い
が

益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

JR
貨
物
会
社
は
、
２
０
２
５

年
度
年
末
手
当
で
、
国
労
要
求

か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
低
額
回

答
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

も
経
営
の
厳
し
さ
を
強
調
し
、

過
去
最
高
益
を
計
上
し
た
時
も
、

超
低
額
回
答
を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。
社
員
は
、
厳
し
い
要

員
状
況
の
下
で
安
全
・
安
定
輸

送
の
確
保
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輪
軸
不
正
問
題
な
ど
で
、

失
墜
し
た
信
頼
回
復
に
向
け
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。
社
員
に

経
営
責
任
を
転
嫁
し
、
社
員
犠

牲
の
経
営
姿
勢
に
、
将
来
展
望

が
見
い
だ
せ
ず
、
退
職
を
選
択

す
る
若
手
社
員
が
後
を
絶
た
ち

ま
せ
ん
。
職
場
で
の
闘
い
の
強

化
で
JR
貨
物
会
社
の
姿
勢
を
是

正
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生

法
の
改
正
法
が
成
立
し
ま
し
た

が
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
が
、
切

り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
昨
年
、
近
畿
地
方
本
部
も

加
古
川
線
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

鉄
道
駅
を
中
心
に
し
た
交
通
政

策
、
地
域
の
足
と
し
て
鉄
道
を

ど
う
残
す
か
と
い
う
議
論
が
必

要
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
問
題
を
組
織
拡
大

運
動
に
結
び
付
け
、
一
人
一
人

の
要
求
を
大
切
に
し
、
運
動
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

２
６
春
闘
で
は
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
背
景
に
、
す
べ
て
の
労
働

者
の
労
働
条
件
改
善
、
大
幅
賃

上
げ
獲
得
、
国
民
的
課
題
の
要

求
解
決
に
向
け
運
動
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
午
年
で
あ
り
、
平
和

を
願
っ
て
馬
の
故
事
か
ら
、
新

し
い
年
が
「
帰
馬
放
牛
（
き
ば

ほ
う
ぎ
ゅ
う
）
」
の
世
へ
前
進

す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

第２４４号 国労近畿 ２０２６年 １月 １日 メールアドレス nru.kinki-06@lagoon.ocn.ne.jp

国
労
近
畿
第 244号

発行 羽生 隆盛
編集 木下 賢一

大阪市北区錦町２－２
TEL06-6354-0700
FAX06-6358-1465

2026年

本年もよろしくお願いします

執行委員長 羽生 隆盛

執行副委員長 有田 修

〃 江口 芳生

書 記 長 宮野 正貴

執行委員 西澤宗司郎

〃 木下 賢一

〃 山下 大輔

〃 山中 和也

青年部長 香川 博明

女性部長 谷澤由紀恵

会計監査 竹塚 秀二

〃 井上 賢治

〃 谷澤 昭男

旗
び
ら
き
日
程

近
畿
地
方
本
部

１
月
10
日
（
土
）
11
時

国
労
大
阪
会
館

大
阪
地
区
本
部

１
月
12
日
（
月
）
12
時
15
分

国
労
南
近
畿
会
館

兵
庫
地
域
分
会

１
月
17
日
（
土
）
11
時

魚
住
事
務
所

京
滋
地
域
分
会

１
月
17
日
（
日
）
13
時

サ
ン
ト
ム
ー
ン

国
労
近
畿
地
方
本
部

執
行
委
員
長

羽
生

隆
盛


